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近世には多くの都市において､曳山など視覚的な要素
の強い祭礼が発達した｡曳山は町のシンボルとして年々
豪華になり､練り物 (仮装行列)や嚇子とともに町中を
巡行するようになる｡華やかな祭列は見物の対象となり､
巡行する道筋の町家は見物桟敷となった｡こうした祭見
物の様相は､近世の風俗画にしばしば描かれている｡町
家の店先は商売道具がすべて片づけられ､犀風や緋毛艶
などで美しく飾られている｡通りには提灯が並び､竹の
埼 (価)が普段とは異なる町並みを作り出している｡
こうした祭礼時の町家や町並みに関する研究は少ない｡
中世に関しては祭礼のための見物桟敷が街路に作られて
いたことが､林屋辰三郎により文献で明らかにされてい
る｡一方､武田恒夫により ｢豊国祭礼図犀風｣の桟敷に
見られる犀風が､祇園祭の町家における犀風飾りの源流
であるという指摘がなされている｡狩野博幸もまた､近
世に犀風と桟敷が関係深いものであったことを指摘して
いる｡またロナルド･トビは朝鮮通信使の見物桟敷の規
制を､久留島浩は宿における行列を迎える作法について
検証している (注1)0
近世の町家は多くの遺構が存在し､その建築平面や構
造に関する研究は大きな蓄積がある｡町並み研究では町
並みの形成史やファサードの変遷などが明らかにされて
いる｡また町家の住生活についても民俗学的な聞き取り
による報告があるが､せいぜい明治末期までしか遡るこ
とができず､近世の住生活を明らかにすることはできな
い｡そこで本論では､近世における町家の-レの日の住
生活を明らかにするために､祭礼時の空間演出､すなわ
ち室内の設いや飾りに関する考察をおこなうこととした｡
ところで､設いや飾りの多くはその日だけのもので後
世に残らないことから､どのような資料に基づいて考察
をするのかが問題になる｡そこで本論では､近世の祭礼
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時の町並みを描いた絵画資料に注目することにした｡絵
画は祭礼や行事が題材になることが多く､比較的豊富な
資料が残されている｡また文字記録よりも的確にその実
態を伝えてくれる｡ただ､絵画資料にはまた限界がある
のも事実である｡もっとも大きな問題は､果たして真実
を描いているのかどうかということがある｡｢洛中洛外
図犀風｣が復元的な描写や視覚的な効果を考えた表現を
行うことは､すでに多くの研究者により指摘されている｡
以下の本論では絵画の限界もふまえつつ､しかし絵画か
らのみ判明することに注目して､考察を進めていきたい｡
1 祭礼見物の場
1-1 桟敷の発達
祭礼時に店の間や奥座敷に犀風を飾る風習がいっから
始まったのか､それを明らかにする文献はない｡しかし
祭のときに桟敷を作り､祭列を見物をすることは早くか
ら行われていた｡平安中期以降､賀茂祭や行幸の列を見
るために街路に仮設の桟敷が作られたことが､さまざま
な記録から判明する｡当初は築地などを利用した仮設の
ものであったが､やがて規模が大きくなり､恒久的な建
築物も現れた｡鎌倉時代以降は芸能を鑑賞する桟敷が増
え､室町時代には勧進能などの桟敷も作られた｡これは
舞台を中心に3-4層の円形の桟敷を巡らす構造で､江戸
時代の歌舞伎小屋にも伝承された｡
貴人の桟敷にはしばしば犀風が置かれたが､室町時代
から桃山時代にかけて金地犀風が登場すると､桟敷は一
層華やかなものとなった｡その様相が近世初期に成立す
るさまざまな祭礼図や都市図の中に描き込まれている｡
これらの絵画を手がかりに､祭礼時の桟敷を検証してい
きたい｡
【豊国祭礼の桟敷】
桟敷が金地犀風で埋め尽くされるさまは､狩野内膳筆
-30- 居 住 環 境 学 科
図1 豊国神社蔵 豊国祭礼図犀風
｢豊国祭礼図犀風｣(図1)に見ることができる｡ これは
慶長9年 (1604)の豊臣秀吉の七回忌に催された臨時祭
礼を､豊臣家の絵師であった狩野内膳が描いたものであ
る｡京の各町が繰り出す風流踊を見物するために､大仏
殿の石垣や豊国神社の築地の上には､多くの桟敷が作ら
れている｡注目されるのは桟敷の後壁で､金銀地の犀風
がたち並び､まさに桃山犀風の競演となっている｡風を
防ぎ､他人からの視線を遮るという実際上の機能だけな
らば､これほど豪華絢欄たる犀風は必要ではない｡ハレ
の日にふさわしい犀風を飾ることにより､演技者ととも
に祭の華やかさを盛り上げようとする意図が見られるの
である｡
【賀茂競馬の桟敷】
賀茂競馬は上賀茂神社で5月5日に行われる神事である｡
この競馬に多くの見物人が集まり､中には木に上る者ま
でいたことは14世紀中頃に成立した 『徒然草』にも記さ
れている｡この競馬を描いた絵画として室町時代末期の
光円寺蔵 ｢京洛月次扇面流図犀風｣や東京国立博物館蔵
｢月次風俗図犀風｣がある｡光円寺本には見物のための
桟敷と思われるものは描かれて華らず､判者ないしは神
官と思われる人物のための上畳の席があるのみである｡
それに対し､東博本には柵に腰掛けて見物する少年たち
が描かれている｡彼らには長柄の傘がさしかけられてい
るところをみると､相当の身分の少年であるに違いない｡
逆に相当な身分でも､当時は桟敷を特別に作ることは､
賀茂競馬に関してはなかったことが判明する｡
ところが近世初期の元和 ･寛永年間 (1615-44)の作
とされている個人蔵 ｢賀茂競馬図犀風｣(図2)になると､
馬場の柵の上に仮設の桟敷が1張り作られている｡この
桟敷は馬場の柵の高さに畳で床を作り､背後を犀風で囲
ったものである｡犀風は6曲1隻の中犀風で､金地に墨画
で草体の楼閣山水図が描かれている｡桟敷の主人公は前
髪の少年で､桐紋の幕を引き､馬印をたて､桐の大紋の
(2)
図2 個人蔵 賀茂競馬図犀風
従者が警護していることなどから､これも相当身分の高
い少年と考えられる｡逆に柵に座って見物しているのは
頬かぶりや腕まくり､編み笠をした男達で､競馬見物が
一般化していることが分かる｡
さらに寛文年間 (1663-73)の作と考えられるフリア
美術館蔵 ｢賀茂競馬図犀風｣､個人蔵 ｢祇園祭礼 ･加茂
競馬図犀風｣になると､桟敷は馬場の半分近くを占めて
いる｡桟敷には仮設の屋根が付けられ､柵はそのまま桟
敷の手すりと化し､緋毛乾まで懸けられている｡背後に
は金犀風が並べられており､見物衆の多くは女性である｡
桟敷がより広い階層に普及したこと､華やかさを増した
ことなどが窺える｡
【芝居 ･相撲桟敷】
今日 ｢桟敷｣という言葉が一般によく使われているの
は､芝居と相撲であろう｡両者は近世における最も人気
のある興行であった｡｢桟敷｣は大衆席である ｢土間｣
に対して､一段高いところに作られた席で､席料も高か
った (注2)｡慶長年間 (1596-1615)の個人蔵 ｢阿国歌
舞伎図犀風｣には延で仕切られた仮設の桟敷が描かれて
いる｡明暦の大火 (1657)以前の江戸を描いた出光美術
館蔵 ｢江戸名所図犀風｣(図3)になると､見物桟敷は卯
建まである本格的な建築で､手すりに緋毛乾を懸けて見
物をしている｡やがて土間を覆う大型の芝居小屋が建て
られるようになり､桟敷と土間はひとつの空間になった｡
江戸の芝居小屋を描いた勝川春英 (1762-1819)の
｢大芝居浮絵之図｣には､左右の桟敷の欄干に緋毛乾が
掛けられており､伝統が受け継がれているのが分かる｡
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図3 出光美術館蔵 江戸名所図犀風
京都においても18世紀になると大がかりな桟敷が表れ
た｡正徳4年 (1714)の町触には
一､京都四条河原芝居従前々桟敷二階有之候､近年
三階二仕候芝居も御座候､御書付之通一階に仕候
様可申付候 (以下略)
一､京都二而者桟敷御簾かけ候儀並幕犀風等､何に
よらず目隠しに成候儀､前々より一切不成仕候､
御書付之通弥可申付候事
とあり､重層の桟敷や､桟敷における御簾､幕､犀風が
禁止されている｡
このように土間と桟敷を設置して見物する方法は､相
撲も同様であった｡富貴楼蔵 ｢諏訪祭礼図犀風｣では長
崎地方の祭礼における相撲とその桟敷を描いている｡相
撲は舞台上で行われることもあったが､その時には､芝
居とまったく同様の桟敷が設置された｡
1-2 見物対象の拡大
【行幸見物の桟敷】
見物の対象は必ずしも祭礼や演劇だけではなかった｡
近世に制作された絵画資料によれば､行幸の行列を見物
する際にも桟敷が設けられ､金地着色の犀風が飾られて
いた｡高津古文化会館蔵 ｢洛中洛外図犀風｣の左隻には､
図4 高津古文化会館蔵 洛中洛外図犀風
(3)
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二条城の点景として､寛永年間 (1624-44)の後水尾天
皇の行幸が描かれている (図4)｡そこでは小川通の町家
が1階の格子を開放して後ろに金地犀風を置き､見物桟
敷としているさまが描かれている｡町家の前には何重も
の人垣があるが､皆､整然と座っており､道の端には警
護の武士が一定間隔で端座している｡これらのことから
通りでの見物に規制がしかれたことは明らかであろう｡
同様の状況がサントリー美術館蔵 ｢洛中洛外図犀風｣
にも見ることができる｡ここでも町家の見物桟敷の背後
に､金地着色の犀風がたてられていることが眼をひく｡
町家から見る場合､背後からの視線を防ぐという機能は
必要がない｡ここにたてられた犀風は明らかに空間を装
飾するためのものである｡それも室内の人々が楽しむた
めだけに飾られたのではないと思われる｡見物が規制さ
れていることから明らかなように､金地着色の犀風は行
列を迎える作法として飾られたのである｡
【外国使節見物の桟敷】
さらに朝鮮通信使や琉球使節の行列が通行する際にも､
町家に見物の席が設けられた｡通行の数日前には町触に
より､通りを掃き清めること､見苦しい看板を取り外す
ことなどが通達されている｡
たとえば見物の場についても､明暦3年 (1655)の使
節来日の際には､江戸において次ぎのような ｢覚え｣が
出された (注3)0
一､朝鮮人通候節､二階にて見物仕まじく候 (略)
-､辻 ･橋の上に見物不仕候様に申し付くべく候
右､庇より外にて見物っかまつるまじく候､い
かにも形儀能､無作法これなき様に申し付くべ
き事
一､庇へさしきっかまつり候わば､畳の下みえ申さ
ず候様 (以下略)
朝鮮通信使が通行するときに､2階や橋の上から見物
することを禁止している｡桟敷を作るときに畳の下が見
えないようにというのは､幕などで覆うことを意味した
ものと考えられ､町奉行所が整然と美しい見物桟敷を作
ることを促したことが判明する｡
さらに正徳元年 (1711)に通信使が京都を通過する際
には､｢きぬ､とんす､まんまく､金銀の犀風等､ある
にしたかひ見物の場をかさる-くるしかるましき事｣と
して､むしろ積極的に犀風飾りを奨励している｡ちなみ
に京都では江戸と異なり､御簾をかければ2階からの見
物が許されていた｡
今井町蔵 ｢洛中洛外図犀風｣には京を行く通信使､泉
涌寺蔵狩野益信筆 ｢朝鮮通信使歓待図犀風｣(図5)には
江戸を行く通信使が描かれている｡いずれも整然とした
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図5 泉涌寺蔵 朝鮮通信使歓待図犀風
見物態度で､統制された見物の様子が描かれている｡同
様に東洋文庫蔵 ｢琉球画誌｣にも琉球使節の行列を迎え
る道筋に､手桶を並べ､町家で絵犀風をたて並べている
さまが描かれている｡いずれも犀風､緋毛艶が描かれて
いる｡
以上をまとめると､桟敷を作り､幕を張り､犀風をた
てて見物するという作法は特定の祭礼､行事に結びっい
たものではなかったことが分かる｡当初身分の高い者､
ついで身分の高い女性 ･子供などが戸外に出て見物する
際に､群衆にまざれないために一段高いところに席を設
えたのが桟敷の始まりであった｡幕や犀風は当初､人目
や風を防ぐための実用的な役割をもっていたが､早い段
階で犀風は空間装飾としての役割を果たしていた｡
2 町家の桟敷
2-1 祇園祭の桟敷
こうした町家における見物桟敷はいっ頃出現して､ど
のように発達したのか｡これらを知る文字資料はほとん
どない.しかし絵画資料の中には一つの町の祭風景が描
き続けられた例がある｡それが京都.の祇園祭を描いた作
品群である｡
祇園祭の起源は平安初期に遡る｡12世紀末に作られた
｢年中行事絵巻｣には､山鉾のない簡素な祇園会が描か
れている｡しかし鎌倉時代になると車のついた大型の鉾
が出現し､華麗な装束の馬長が多くの見物人を集めるよ
うになった｡絵画資料は16世紀までないものの､祇園会
に際して見物桟敷が作られたことは､｢東進記｣の建仁
元年 (1201)の記事から明らかになる｡さらに室町時代
になると町衆の祭となり､町ごとに山が工夫され､やが
て鉾は絢欄豪華な染織品で飾られるようになった｡
16世紀以降､祇園会は多くの ｢洛中洛外図犀風｣に､
(4)
夏の景物として描き込まれるようになり､やがて ｢祇園
祭礼図犀風｣という独立した画題を生み出した｡祇園祭
は犀風の他に､図巻､襖､版本の挿し絵､浮世絵､眼鏡
絵､円山派､四条派など､新しい形式や新しい画風が生
み出されるたびにそれらの画題となった｡
｢洛中洛外図犀風｣は江戸時代を通 じて作り続けられ
たが､17世紀中期以降は粉本を用いて復古的に描くよう
になり､制作当時の町の景観を反映していない｡それに
対して､版本や眼鏡絵など新たに出現した領域では､描
かれた景観が変化していくため､写実的に描かれている
ものと考えられる｡
表1は祇園祭を描いた絵画の中で､背景の町や町並み
の様子が描かれたものである｡洛中洛外図は制作年の指
標となる景観年代を記し､同一構図の作品は排除した｡
以下にこれらの図に見える祭礼時の町家と町並みについ
て考察していきたい｡
【屋外での見物】
祇園祭礼を描いた最も古い図は12世紀に原本が描かれ
た ｢年中行事絵巻｣であるが､ここには町家の小さな窓
から祭列を覗く人の顔が描かれている｡このように祭列
を家から覗き見ることは当然行われていたと思われる｡
大永5年から天文8年 (1525-39)の景観を描いた国立歴
史民俗博物館蔵 ｢洛中洛外図犀風｣(町田本)と､天文8
年以降の景観とされる米沢市蔵 ｢洛中洛外図犀風｣(上
杉本)には､家の中から見る人は描かれず人々は道に立
って鉾を見上げている (図6)｡周囲の町並みには平常と
異なる飾りや特別な桟敷は見られない｡図には神輿も描
かれているが､こちらに対しては人々は下座をし､合掌
しているさまが描かれている｡山鉾と神輿では異なる対
し方をしていることが分かる｡
図6 米沢市蔵 洛中洛外図犀風
しかし見物の場がまったく無かったわけではない｡天
文13年 (1544)以前の景観とされるサントリー美術館蔵
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｢山王祭礼 ･祇園祭礼図犀風｣では､町家の屋根の上に
簡単な桟敷が作られ､上を戸板で覆っている｡また寺院
の門に御簾を垂らし､見物の場としている僧の一団も描
かれている｡祭礼見物のための特別な場が設けられてい
たことが分かる｡画中に描かれた町家は窓など開口部が
狭く､高い位置にある｡屋内の見物に適しているとはい
えず､屋根などに桟敷を作る例があったと考えられる｡
【町家の開放】
画風から慶長年間 (1596-1615)の作と考えられてい
る出光美術館蔵 ｢祇園祭礼図犀風｣(図7)になると､家
図7 出光美術館蔵 洛中洛外図犀風
の中から祭を見物するさまが描かれている｡画面手前の
大きく描かれた角家には､太い格子ごLに正座して山を
見物している母子が描かれている｡手前の格子がはずさ
れ内部が開放されているが､町家の造りとして実際に存
在したのかどうか検討を要する｡同図中の､他の町家は
すべて格子が閉じられており､人々は道に立って見物し
ている｡
江戸時代になると､元和年間 (1615-1624)の景観を
描いた田万本 ･高津本 ･河合本 ･大阪市立博物館蔵 ｢洛
中洛外図犀風｣(図8)では､多くの町家で店の間から見
図8 大阪市立博物館蔵 洛中洛外図犀風
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物する人々が描かれている｡中には格子をはずし､床凡
を倒して町家の1階を開放した家も現れる｡ しかし犀風
はたてておらず､幕もなく､緋毛酷もない｡岡山美術館
蔵 ｢洛中洛外図犀風｣は田万本よりも土蔵や2階建の町
家が多く描かれ､景観年代が下がると思われるが､岡山
美本では2階から鉾の見物をしているさまが描かれてい
る｡ただしここにも幕や毛髭などの飾りはない｡町家の
見物桟敷に金地着色の犀風が描かれる早い例は､寛永年
間 (1624-44)の作とされる京都国立博物館蔵 ｢祇園祭
礼図犀風｣(図9)である｡ここでは1階や2階の一部に犀
図9 京都国立博物館蔵 祇園祭礼図犀風
風を見ることができる｡
多くの犀風が町家の桟敷に描かれる初例は､八幡山保
存会蔵海北友雪筆 ｢祇園祭礼図犀風｣(図10)で､添状
図10 八幡山保存会蔵 祇園祭礼図昇風
に明暦年間 (1655-57)の作とある｡この犀風は8曲1隻
を金雲で上下2段に分け､上段に山鉾巡行､下段に神輿
渡御を描いている｡山鉾見物では道筋に面した町家に幕
が張られるのみであるが､神輿渡御の場面では､幕を張
り､犀風をたてまわし､町家の中から合掌して神輿を迎
えている｡これらのことから､少なくとも17世紀中期に
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は桟敷に犀風を飾る祭見物の方法が､町家に広まってい
たことが分かる｡さらに桃田柳栄 (1647-98)筆の ｢祇
園祭礼図犀風｣には墨絵の犀風が描かれ､犀風の図柄が
多様化し､鑑賞的要素を強めていったことが窺える｡
【街路景観の演出】
町家の飾りとは別に､17世紀前期には通りに仮設の桟
敷が設けられることがあった｡これは巡行路の四辻や川
の橋の上などに造られ､中には2層の本格的なものもあ
った｡寛永17年 (1640)以前の景観を描き､作風からも
17世紀前半の作と考えられる歴博D本 ･個人蔵 ｢洛中洛
外図犀風｣(図11)では､四辻に2層の桟敷が作られ幕が
図11 個人蔵 洛中洛外図犀風
張られている｡こうした大規模な桟敷は､誓願寺の塀の
上にも設置された｡ここでは身分の高い観客が塀ごLに
祭を見物するさまが描かれている｡しかしその後の絵画
資料には表れないところをみると､17世紀中頃にはなく
なったようである｡『隔実記』の寛永19年6月16日の記事
によると､誓願寺は祭見物の場として､一般の町家の2
階を借り上げている｡仮設桟敷よりも広く､見物の合間
に食事や遊芸を楽しむことのできる町屋の中へと､桟敷
は移っていったのであろう｡
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,禦 』 医 -_
∫雀 _8-_. .事jfヽ
I
図12 都名所図会
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見物人の多いことは､家の前に人よけの将を結ぶ例が
あることで推察される｡これは当初､細い竹を菱形に組
んだ形で､光円寺本 ｢月次風俗図扇面犀風｣､サントリ
ー美術館蔵 ｢山王祭礼 ･祇園祭礼図犀風｣など16世紀の
絵画にすでに見られ､17世紀後半に増加する｡将は18世
紀になると太い頑丈なものへと変化し､宝暦7年 (1757)
刊 『祇園御霊会細記』には太い竹ないし丸太が垂直にた
てられている｡安永9年 (1780)の 『都名所図会』(図12)
には将に提灯をっけいるのが注目される｡
文献としては､宝暦9年以降､祇園祭に先立ち毎年出
された蝕に､
四条通寺町松原迄-道幅茂広く埼結ひ有之候得共､
松原西へ東洞院迄者道幅茂狭､尤埼結ひ無之､危事
共度々有之由こて
とあり､主な広い通りには将が組まれていたことが分か
る｡
18世紀中期の眼鏡絵 ｢祇園祭図｣(図13)の町家は1階
部分が覆い屋のようなもので囲われている｡かなり高い
所に開口部があり､そこから人が覗いている｡人混みか
ら家を守り､さらに内部に桟敷を造ったものと思われる
が､珍しい例である｡
図13 神戸市立博物館蔵 祇園祭図眼鏡絵
人混みは1階部分を閉鎖的にし､むしろ見物桟敷とし
ての機能は2階に移っていった｡山鉾の形式から19世紀
前期の天保年間 (1830-44)の景観と考えられている個
人蔵 ｢祇園祭礼図犀風｣はすべての町家で1､2階とも
開放し､2階には犀風 ･緋毛鮭を飾りたてている.普段
の生活と異なる開放感､晴れやかな飾り付けは､町全体
のものとなった｡また同図によると､町ごとに特徴のあ
る文様を付けた提灯が､整然と等間隔にたてられている｡
この時期になると､祭礼時の飾り付けは個々の町家にと
どまらず､町並み景観全体に統一された演出が行われて
いたことが判明する｡
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いずれにせよ､江戸初期には桟敷が街路の辻や橋に作
られていたが､見物人が増えるにつれて辻の桟敷が行わ
れなくなり､町家の1階の表も太い埼などで囲われるよ
うになった｡一方で2階の桟敷化が進み､祭礼時の町並
み景観はより華やかなものに変化していった｡
【見物の設いから見せる設いへ】
18世紀中期の眼鏡絵をはじめ､19世紀に刊行された版
本の挿絵に登場する宵山風景には､すべて提灯が描かれ
ている｡先に紹介した天保年間の個人蔵 ｢祇園祭礼図犀
風｣では､町ごとに統一した文様の高張り提灯が等間隔
にたてられている｡この頃から宵山に親しい知人を招き､
飲食や遊芸で時を過ごしているさまも記録されている｡
宝暦6年 (1756)､本居宣長は 『在京日記』に次のように
描写している｡
鉾町はさらにもいはす､祇園の産子たる町々は､の
こらす家ことにてふちんかけわたし､-町々々一様
のてふちん也｡家々思ひ々々に幕うちすたれかけわ
たし､程々につけつ ､ゝ金犀風ひきまはし､毛敢し
き､燭台ともしなと､をのかし かゝさりたて､きよ
らをっくし､けふあすは､祭ならぬわたりの親類ち
かつきよひまねきて､酒のみ物くひ遊ひ侍る｡大か
た夜みやの景気はいとよき物なり｡
宣長は､祇園祭の宵山に金犀風を飾り､親類を招待した
ことを記している｡同7年刊行の 『山鉾由来記』にも宵
山の描写として､
祭礼の町々､前日､より提灯を移敷ともし､幕をうち､
金銀犀風､羅紗毛乾のたぐひ､他にをとらじと粧ひ
かざりて客をまふく
とあり､宵山に移しい提灯の光の中で､金銀の犀風を競
って飾るとしている｡
このように他人から見える店の間に犀風を飾り､競い
合うさまは安永6年 (1777)の 『太祇句選 後編』にあ
る ｢まつりの日 犀風合 (あわせ)の判者かな｣の句が
よ くその雰 囲気 を あ らわ して い る｡ 炭 太 祇
(1709-1771)は江戸で生まれ､宝暦年間 (1751-64)
に京都に移り住んだ｡旅行家であった太祇は､多くの犀
風が並ぶさまに京都らしさを感じ､王朝時代の ｢絵合わ
せ｣を思わせる ｢犀風合わせ｣の語を用いて形容してい
る｡
江戸時代には土用の虫干しの際､宝物を展観すること
が年中行事になっていた｡大きな寺社のみならず､個人
の家でも行われたという｡祭の設い､あるいは接待の設
いのために置かれていた犀風は､いっしか家宝の披露と
しての性格が強くなったと考えられる｡
しかし､これらの飾りは単に財力を誇示し､締羅を競
(7)
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うためのものではなかった｡祭りの日に家を浄め､美し
く飾ることにはもともと神を迎えるための荘厳の意味が
あった｡町家の犀風飾りは山鉾や神輿を迎えるためのも
のであり､人びとの服装も明治中ごろまでは正装であっ
たという｡-レの日にふさわしい空間をしっらえるとい
う意識があったのである｡
2-2 祭礼装飾の諸要素
前節で､祭礼時に見られる飾りについて検討してきた
が､それらの中でも､御簾をかけること､幕を張ること､
緋毛髭などの布を掛けること､提灯を灯すことは広く行
われた祭礼装飾であった｡そこでこれらの諸要素につい
て､その歴史と意味を考えていきたい｡
【御簾】
御簾は奈良時代からある調度で屋内外を区切るだけで
なく､室内においても対面の場に用いられた｡御簾は人
を隔てる道具ではなく､接するためのものである｡身分
の異なるもの､男女など､直接顔を合わせることがはば
かられる場合に､御簾を隔てて会話 ･対面を果たした｡
部屋の奥の暗い側からは御簾を通して明るい側が見える
が､その逆は見えない｡身分の高い者､あるいは女性は､
姿を見せずに外のものを見ることができ､これを利用し
て桟敷で見物する際にも御簾が掛けられた｡西川祐信の
肉筆浮世絵には､身分のある女性が屋敷に役者を呼び､
御簾を通 して見物するさまが描かれている｡
しかし町家の祭桟敷に御簾が掛けられた江戸時代の絵
画を見ると､桟敷の中にいるのは町人の男であり､見物
人の姿を他人の視線から守る必要性はない｡これらは御
簾めもっ伝統的な雰囲気を利用して､祭礼の飾りとして
いると思われる｡凡董 (1740-89)の ｢たれこめて祭見
る家や薫 (たきもの)す｣は､古式を守る家のゆかしさ
を詠んだものであろう｡
【幕】
幕も古くから儀式や合戦の陣などで広く使用された｡
野外で自在に空間を区切ると言う機能に加え､明快な段
代わりや巨大な紋を染め抜いた幌幕は､戦場という非日
常の世界に於いては､強烈な存在感を示したと考えられ
る｡また近世初期の遊楽図には､花見の桟敷を囲ったり､
芝居小屋の木戸の上方や､芝居の見物桟敷に懸けられた
りしている｡ある種の祝祭空間を演出するものとして､
幕は機能 していたと思われる｡
祭の見物桟敷にも早くから用いられ､近世の絵画では
寛永年間 (1624-44)の作とされる ｢賀茂競馬図犀風｣
に､背後を幕で囲んだ桟敷が描かれている｡反面､｢洛
中洛外図犀風｣などで仮設の見物桟敷の天井を幕で覆っ
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ているのは､取り付けが簡易であるという実際上の利点
もあったためと思われる｡
町家における幕の描写は､17世紀中期の八幡山保存会
蔵 ｢祇園祭礼図犀風｣に見られるのが最も早い｡この犀
風では､神輿の渡御が行われる道筋に面した町家､22軒
のうち12軒に幕がひかれている｡｢かたばみ｣や ｢九曜｣
など､家紋と思われる大きな紋をっけた家が10軒､紅白
と黒白の段幕の家が1軒ずつある｡ちなみに同じ画中で､
山鉾の巡行している道筋には幕が描かれていない｡幕を
張ることは当時は神輿にのみ用いられた表敬の形であっ
たことが分かる｡
【緋毛褒】
毛乾は本来､獣毛に湿気 ･熱 ･圧力を加えてフェルト
状にしたものである｡毛乾や段通は日本では古代から使
われていたが､輸入品で高級品であった｡そのため室町
末期にはフェルトではなく､舶来品の毛織物 (羅紗)が
用いられるようになった｡緋毛艶の鞍覆は高級品であり､
幕府の免許がなければ使用を認められない特別なもので
あった｡
16世紀に描かれた町田本や上杉本の ｢洛中洛外図犀風｣
には､緋毛乾が使用されるとともに､械後が鉾の周囲を
飾る懸装品として用いられている.高価な械壇は神に関
わる山鉾を荘厳するとともに､町衆の経済力を誇示する
ものであった｡桃山時代になって南蛮貿易を通じて羅紗
が多量にもたらされるようになると､桃山時代から江戸
初期にかけての遊楽図には､ほとんどといってよい程､
緋毛乾や異国的な文様の械壇が描かれるようになる.緋
毛鮭は江戸時代になると一般にも普及し､祝事や茶席､
雛壇などの-レの場はいうまでもなく､掛け茶屋の床凡
の上から､絵や生け花の敷物まで､｢客を迎える｣｢飾る｣
場を作る道具として用いられるようなった｡
この緋毛乾は寛永17年 (1640)以前の景観年代をもっ
個人C本 ･歴博D本 ｢洛中洛外図犀風｣に既に見える｡
ここでは尼寺の貴人席に用いられており､限られた使用
であったことが推察される｡
祭桟敷の手すりに懸けられるのは､17世紀中頃の八幡
山保存会蔵 ｢祇園祭礼図犀風｣が最も早い｡神輿が巡幸
する通りには､22軒中に毛乾と段通を懸けた家がそれぞ
れ1軒ずつ認められる｡また山鉾の巡行する通りでも20
軒中1軒に見られる｡同時期の風俗図と比較すると､毛
酷は芝居の桟敷への普及が早く､祭桟敷はやや遅れて使
われるようになっている｡しかし18世紀半ばになると､
2階の窓に軒並み懸けられ､華やかな町並みを演出する
ようになる｡緋色 (明るい赤)が広く用いられた背景に
は､朱色が痕癒除けになるという民間信仰が示すように､
当時の人にとって霊的な強さと華やかさが感じられたた
めであろう｡
【提灯】
提灯は蝋燭を用いる燈火具で､初めは木わくに紙を貼
ってぶ ら下げる形式であったが､ 天正 ･文禄年間
(1573-96)に寵式の折り畳みのできるものになった｡
提灯の語は16世紀末のさまざまな文学に現れるものの､
携行用の燈火として記されている｡17世紀前期の風俗画
には提灯の描かれたものは見あたらず､屋内においては
行灯か燭台が主たる光源であったと考えられる｡しかし
元禄11年 (1698)以前の吉原の風景を描いた英一蝶の
｢四季日待図巻｣には､遊郭の座敷や軒に大きな提灯を
下げて踊るさまが描かれている｡
提灯が祭礼において､いっ頃から使用されるようにな
ったか明らかでないが､安永9年 (1780)刊の 『都名所
図会』には､山鉾の背後の町家に高張り提灯がたてられ
ている｡また先にあげた天保年間 (1830-44)の景観と
考えられている個人蔵 ｢祇園祭礼図犀風｣では､すでに
町ごとに揃いの高張り提灯が規則正しく配されている様
子が描かれている｡
宵山に山鉾の前後に枠を組み､綱を垂らして多くの提
灯を飾り付ける ｢駒形提灯｣は､文化3年 (1806)刊の
『年中行事大成』に描かれたものが比較的古く､天保4年
(1833)の銘のある個人蔵 ｢神宮皇后山雛形｣にも付け
られている｡ また万延元年 (1860)か ら慶応元年
(1865)の作である 『祇園会宵錯』都百景は､提灯部分
を大きく取り上げ､祭の見所となったことを示している｡
提灯は単なる光源だけではなく､彩色されたり町紋 ･
祭紋が措かれて､祭礼を演出する小道具となった｡また
多くの提灯を規則的に配し､華やかなイルミネーション
としての効果を表すものになった｡夜の祭礼が大量の提
灯により､明るく楽しいものへと変化したのである｡
3 町家の飾りの伝播
祭礼時に町家の店の間に犀風を飾る設いは､江戸時代
に各地に広まった｡経済力のある都市では､京都などの
影響を受けて曳山祭が発達した｡曳山や神輿の祭列を見
物する-レの空間として桟敷を設え､華やかな犀風をた
て回すことが行われたようである｡各地の祭礼を記録し
た近世絵画の中から､犀風をたて､緋毛酷を掛けて見物
している図を取り出したのが表2である｡以下これらの
絵画資料について､江戸の祭礼､御三家の東照宮祭礼､
大坂の祭礼､そして他の地域の祭礼の順に紹介したい｡
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3-1 江戸の祭礼と町家の飾り
天正18年 (1590)に江戸に入城したー徳川家康は､城下
の経営に本腰を入れる｡慶長8年 (1603)には幕府を開
設し､政策的に人が集められ､日本最大の都市となった｡
江戸の大きな祭礼は､将軍の上覧に供するところから
｢天下祭｣の名のある三社祭と神田祭である｡
出光美術館蔵 ｢江戸名所図犀風｣(図14)は､建物の
図14 出光美術館蔵 江戸名所犀風
分析から寛永年間 (1624-44)の風景であることが分か
り､いまだ開発時期の江戸を描いた貴重な図であるとさ
れている｡浅草寺前には三社祭の母衣武者行列が描かれ
ており､道筋に面した町家では犀風をたて､その前で見
物するさまが描かれている｡同じく三社祭を描いた個人
蔵 ｢江戸 ･京祭礼図犀風｣は､江戸中期の作と考えられ
るが､浅草寺前に同様の風景が描かれている｡また東京
国立博物館蔵 ｢山王祭礼図犀風｣(図15)も金地犀風 ･
書犀風がたて回されている様子が描かれている｡
(9)
図15 東京国立博物館蔵 山王祭礼図犀風
天保9年 (1838)刊 『東都歳時記』の ｢寛文上梓江戸
名所記｣と題する図には､大きな家紋を染め抜いた幕を
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引き巡らし､1階がすべて開放された町並みが描かれて
いる｡京都と異なり2階の見物桟敷がなく､人垣を防ぐ
将もない｡立って見物する者はなく､人々が整然と座し
て見物している｡これは同書に､
当日往来を止て張りに通行を免さず､脇小路は柵を
結ひ桟敷は二階を禁ぜらる
とあるように､2階から見下ろすことや､通行が禁ぜら
れたためである｡江戸では朝鮮通信使についても､2階
からの見物が禁止されていたことは前述の通りである｡
一方､神田祭では朝鮮通信使をまねた唐人行列がしば
しば描かれている｡西村垂長 (1696-1751)筆 『御祭礼
唐人行列』､神戸市立博物館蔵羽川藤永筆 ｢唐人行列図｣
(図16)､これを版にした奥村源六版元 ｢朝鮮人浮絵｣､
図16 神戸市立博物館蔵 唐人行列図
天保9年 (1838)刊の 『東都歳時記』があり､いずれも
駿河町を描いている｡駿河町では三井など大店がすべて
見物席となり､色とりどりの幕をひき､店の間の奥には
隙間なく犀風がたてられている｡藤永の肉筆画によれば
画題は金雲着色松図､金雲着色水辺桜図､金雲墨画竹図､
金雲墨画馬図､金雲着色杜若図などいずれも華麗なもの
ばかりである.床凡には緋毛藍や異国情緒豊かな段通が
掛けられている｡中にいるのはこの大店の主人や子女た
ちと思われ､いずれも行儀よく見物している｡町家の前
の地面にも桟敷が作られており､低い柵に緋毛乾や段通
が懸けられている｡これは奉公人たちの席と考えられる｡
駿河町がたびたび絵画化されていることは､この見物席
自体が壮観で､江戸の名物となっていたことを思わせる｡
早くから祭礼の飾りを取り入れた江戸では､大都市の
経済力と人口を背景に､祭礼に視覚的な要素を多く取り
入れ､練り物や風流が発達した｡この祭列を見物するた
めの町家の桟敷が行われ､駿河町では統一した町並みを
構成したことが明らかになる｡
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3-2 御三家の東照宮祭礼と町家の飾り
【名古屋】
名古屋に東照宮が造営されたのは元和4年 (1618)､徳
川家康の没後わずか3年のことである｡同6年には神輿を
奉じての行列が始まり､寛永7年 (1630)､伶人の楽や農
入行の山車がでて､見た目に楽しい祭行列が始まった｡
徳川繁明会蔵森高雅筆 ｢東照宮祭礼図絵巻｣(図17)
図17 徳川費明会蔵 東照宮祭礼図絵巻
には､見物の場に犀風をたてているさまが描かれている｡
本絵巻を描いた森高雅 (1791-1864)は名古屋の絵師
で､中年以降､土佐光字に学んだ｡本絵巻は絹本着色と
いう改まった様式で､祭列の偉容を記録するために描か
れたと思われる｡通りの町家は1階を開放 し､畳の上に
緋毛艶を敷き､部屋の奥に金地の松図犀風や墨画犀風な
どをめぐらしている｡店の前には青竹による将が設置さ
れている｡一方､祭列が城入りをするのを見るために作
られた仮設の桟敷では､背後はすべて幕になっており､
犀風を持ち込んでいる家は1つもない｡
【関東】
水府明徳会彰考館蔵 ｢水戸東照宮祭礼絵巻｣は､紙本
着色の丁寧な筆致で､9代藩主斉昭 (1800-60)当時の
祭礼の模様を描いている｡通りに面した桟敷の約半分は､
御簾をおろして入り口に定紋を染め抜いた暖簾を掛けて
いる｡御簾をあげた桟敷では､緋毛乾を掛け､部屋の奥
に墨画山水図犀風や墨画の押絵貼犀風を飾っている｡
また宇都宮の祭を描いた菊地愛山 (1807生まれ｡明治
まで活躍した)筆 『二荒山神社祭礼絵図』は版本である｡
｢役所前之図｣(図18)では役人の検分する桟敷の背後に､
扇面貼交犀風､書貼交犀風､金地紅梅図犀風などがたて
られている｡
東照宮の祭礼は官製の祭であり､いずれも威儀をただ
した祭列を最上の作法で迎えている｡桟敷を飾り｢見る｣
(10)
図18 ニ荒山神杜祭礼絵図
ことは､｢見られる｣ものである祭列の権威を高めるこ
とになるといえよう｡
3-3 大坂の祭礼と犀風飾りの諸相
経済力があり､高度な町人文化が育まれた大坂では､
町人たちによる犀風飾りは盛んに行われていた｡特に天
神祭は日本三大祭ともいわれる大きな祭礼であったこと
から､絵画資料も多い｡享保年間 (1716-35)の ｢古来
天神祭船渡御図犀風｣には､川筋の蔵屋敷前の様子が細
かく描かれている｡肥前鍋島藩蔵屋敷の前には桟敷が設
置され､その上には緋毛乾が敷かれ､奥には金犀風が飾
られている｡また寛政10年 (1798)刊の 『摂津名所図会
巻之四』｢堂島川面神輿上船｣は渡辺橋から玉江橋のあ
たりを描いたものであるが､川に面した蔵屋敷は提灯を
掲げ､緋毛酷をかけ､船渡御の見物の場となっている｡
大坂では川や運河が交通 ･運送の重要な手段になってい
たが､祭礼時には建物の川に面した部分を飾ったことが
判明する｡
一方､祭礼時の町家の店の間も 『摂津名所図会』の
｢夏祭車楽聡子｣と題する図に措かれている (図19)｡店
図19 摂津名所図会 夏祭車楽磯子
岩間他 :近世絵画にみる祭礼時の町家
の表に高張り提灯をたて､幕をひき､店の問では波千鳥
図の犀風を飾り､茶､煙草盆をおいて見物している｡車
楽の通行に先立ち､家の側の男に挨拶をしているところ
から､ここは町役の家屋敷か町会所であったと考えられ
る｡敷物が敷かれ､着飾った女性や子供が居並び､羽織
を付けた男たちが談笑している｡画面右手上方に描かれ
た町家には､丸太を組み合わせた防御柵がある｡正面の
町家は絵画的な効果を考慮して､丸太の数を省略して描I
いている可能性が高い｡
同じ 『摂津名所図会』の ｢布団太鼓之図｣(図20)は
図20 摂津名所図会 布団太鼓
先の図よりも庶民的な雰囲気である｡軒には御簾を垂れ､
提灯を下げ､犀風を飾っているoここでは蒲団の昇手た
ちが半裸のまま床凡に腰掛け､振る舞われた西瓜を味わ
っている｡土間の方にも茶を呑む男が描かれ､店の間が
公開され､昇手が自由に出入りしたことなどが明らかで
ある｡家の主人夫婦とおぼしき男女のしぐさにも人々を
招き入れるようすが窺える｡
3-4 各地の祭礼と町家の飾り
【大津】
高桐院蔵 ｢日吉山王祭礼図犀風｣(図21)は滋賀の日
図21高桐院蔵 日吉山王祭礼図犀風
(ll)
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吉山王社の祭礼を描いている｡鳥居前の家に金地犀風を
たてた仮屋が2軒描かれているが､毛乾の描写はない｡
本図の制作期は江戸前期と考えられ､他都市の祭礼図よ
りも古いので､桟敷を使った初期の様子をうかがうこと
ができる｡しかしこの祭礼には曳山がなく､神輿は船で
湖上を渡御するために町並みが描かれておらず､町家の
飾り方は不明である｡
【北陸道】
個人蔵 ｢爆竹調馬之図絵｣(図22)は左義長馬威しと
図22 個人蔵 爆竹調馬之図絵
呼ばれる福井の行事を題材としている｡本格的な絵師の
筆になる､絹本着色の豪華な絵巻で､2階建の町家が並
ぶ通りを描き､2階は格子をはずし､犀風をたてて見物
席としており､見物人は女性が多い｡一万､1階の部屋
は上半分のみを開けたもので開口部が少なく､男達と子
供がすし詰め状態で見物している｡表は青竹で防御柵を
設置している｡
『政隣記』によれば､金沢では文化8年 (1811)に二
ノ丸御殿の造営が竣工したのを祝って､｢盆正月｣を行
わせたという｡この ｢盆正月｣では､作り物など各町で
趣向を凝らした飾り付けが行われ､中には ｢-町中に交
幕を張り､店先に金犀風而己建廻し｣という町があった｡
すなわち豪華な犀風を見せた町があったという｡
【奥州】
仙台の祭を描いた大崎八幡宮蔵 ｢大崎八幡宮由来記絵
巻｣(図23)の流鏑馬神事の場で､見物席に犀風が見ら
れる｡見物席となっている建物は上方を金雲が覆い､建
物の性格が分かりにくい｡しかし漆喰壁に窓が切られた
特殊なもので､場所も境内と思われる｡青畳を敷き､前
面は開放し､犀風は部屋の背後に壁に押しっける形で直
線状に飾られている｡ここでは犀風は壁の用は足してな
く､前面から見たときの装飾としてのみ用いられている｡
犀風の図柄は金雲のある墨画松図犀風である｡この絵巻
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図23大崎八幡宮蔵 大崎八幡宮由来記絵巻
は絹本着色による本格的な作風で､江戸中期に伊達藩関
係の絵師が描いたのではないかと考えられる｡
また日本海沿岸の有数の港町として栄えた酒田では､
慶長14年 (1609)に酒田山王祭が始まった｡幕末の作と
推定される個人蔵 ｢酒田山王例祭図犀風｣(図24)は妻
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図25 函館市立函館図雷館蔵 松前歳時記草稿
歳時記草稿｣(図25)は前管領期 (1807-21)に江戸人
の目で見た蝦夷地行事を措くが､仲秋祭礼において2階
屋に緋毛乾をかけ､犀風をたてて山車を見物しているさ
まが表されている｡
【西海道】
個人蔵 ｢諏訪明神祭礼図｣(図26)は長崎の祭を描い
たもので､仮設の桟敷の背後に金地犀風がたて回されて
図26 個人蔵 諏訪明神祭礼国展風
いる｡桟敷の見物人に紅毛人の姿がみえるのが､長崎情
緒を醸し出している｡紅毛人や中国人は日本人とは混在
せず､別の桟敷を設けている｡
以上､おもに各地の都市祭礼を描いた絵画資料を紹介
したが､近世中 ･後期には主要な都市に犀風飾りが普及
していたことが明らかになった｡犀風飾りが行われる祭
礼の多くは､曳山やだんじりなどの祭列をともなうもの
で､いずれも江戸時代に起源をもっている｡これらの祭
は豪華な山車を出すなど､類似した形態のものが多い｡
もちろん絵画資料に残されたものは､造り山のように鑑
賞性に富み､記録する必要性のあるものと考えられるの
岩間他 :近世絵画にみる祭礼時の町家
で､いきおい似た祭礼が記録に残されたとも考えられるo
しかし､いずれも城下町､港町､宿場町などであること
からも明らかなように､これらの祭礼は上方や江戸の影
響を強く受けており､祭礼の方法とともに､祭見物の作
法が伝播 したものと考えられる｡曳山祭が行えるほどの
経済力のある都市では､犀風をたてて酒宴を行うという
見物作法が一般化していたのであろう｡絵画資料が残さ
れているということは､その地に絵師や注文主が存在す
るということであり､経済的 ･文化的な水準の高さを示
している｡
町家の飾り方はどの町でも変わりはなく､2階家のあ
る町並みでは､2階が桟敷となる場合 も多い｡犀風はお
おむね見物席としている部屋の背後にたて､表から図柄
が見えるように置かれている｡犀風の図柄は､画中画と
いう制約はあるものの､金地の犀風であることを窺わせ
る｡町家の見物桟敷は犀風を飾り､外部から見られるこ
とによって､-レの空間となった｡そして町並みに見物
桟敷が続くことで､都市空間はまさに祝祭空間と化 した
のである｡
結
以上､本論では祭礼時の町家を描写 した絵画資料を抽
出し､つぎのような考察結果を得た｡すなわち祭礼時に
おける町家の桟敷化は､京都の場合は17世紀前期の寛永
年間に始まった｡17世紀後期には町家の店の間に幕 ･犀
風などを飾る設いがおこなわれるようになって､祭らし
さを演出した｡18世紀中期になると､とくに経済力のあ
る町人の町家では､祭を見物するための設いから､見せ
るための設いへと変化していった｡同じ頃から祭礼時に
犀風を飾るという風俗が､全国の主要な都市に広まって
いったことが､残された絵画資料から推察できる｡
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町家の研究は､これまでは間取りや構造､あるいは日
常の住生活の面から考察されたものが多かった｡ しかし､
非日常的な-レの行事における使い方を明らかにするこ
とは､町家の住生活史を考える上で､重要な意味をもつ
と考えられる｡本論はそのような視点から､従来は考察
の対象とされなかった近世の絵画資料に着目し､ハレの
行事における空間演出の特徴とその変遷について考察 し､
若干の知見を得ることができた｡今後さらに町文書や家
文書などを検索 して祭礼時の飾りに関する記録を探索 し､
上記の結論を補足 していきたい｡
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Summary
Historicalmaterialsofpaintingswerestudiedtoknowhow decorationsofstreetsandpeople'S houses
inthefestivalschangedastimepassed.Thefolowlngresultswereobtained.
●
Thecustomofdecoratingstreetsand housesinthefestivalwasnotyetestablishedinthe16thcentury.
● ●
Itwasearlylnthe17thcenturythatinmanyhousesthefrontpaneloflatticefaclngStreetsWereremoved
toprovidevisitinggustswithseatsforseelngthefestivalmarch.Inthemiddleofthe17thcenturythatpeo-
ple'Shousesweremuchmoredecoratedinthefestvalswithcurtainsstretchedandscrolscreensandcarpets
displayed.Ⅰnthelaterperiodofthe18thcenturysreeetsweredecoratecwithlanternsarrangedatequaldis-
●●
tances,thusglVlngtheuniformbackgroudtothedecoratedhouses.
● ●
Astimepassed,thewaysofproduclngthefestivals,orlglnatedinKyoto,gradualyspreadtoprovicialcit-
iesandvilageswiththefestivalsthemselves.
(13)
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表 1 祇園祭と町並みを描いた絵画
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洛中洛外図犀嵐(上杉本.狩野永徳作) 米派市 天文8年(1539)以降の景観 礼,tl'_門内 ,i.述…こ∴雄一k.こ.LJト∴丁.2:i二七潤蝋払≡T姐Y.i;TJi!一,とこ神叫は下座.合掌/山鍬ま立って見物
洛中洛外図犀風模本 東京国立博物館ヽ^ 天文8年(1539)以降の景観 街路 神外は下座､山鍬 ま立って見物.戸口から覗く
洛中洛外図扉風(町田秦.歴博甲本) 国立歴史民俗博物館 天文8年(1539)の景観 門内 神恥ま道端.山鉾は立って
山王祭礼.祇園祭礼図犀風一 ヽ サントリー 美術館 天文13年(1544)以前の景観 ◇ 御簾 級○0 屋根の上
尽洛月次風俗扇面流図犀風 光円寺 狩野フ引雷(1476-1559) ◇ 根○ 家の前
洛中洛外図帖(元信印) 奈良県立美術館 粋野元借(1476-1559)松葉(1519-92) ◎○ 山鉾は立って見物.町家開放l軒のみ
洛中洛外図犀風(高橋本.歴tq乙本) 国立歴史民俗博物館 16世紀的半の景級 間○ 土間
祇園葬礼固辞風 出光美術館 16世紀末～17世紀初頚 △ 半戸.暖簾 ◎ 街路.土間
洛中洛外図犀風(田万本) 大阪市立美術館 慶長18年(1613卜.元和3年(1616)の景 △ ◎1○ 開放1カ所のみ/さ内行列に幕
洛中洛外図犀風(池田 林原美術館(池田 慶長19年(1614)一元和3年(1622) Ollf ◎ ㊨ 開放は2階が多い/神輿は下座で含本.岡山美本.林原本)本) の景観 辛.2階からも
洛中洛外図犀風 富山.勝興寺 慶長17年(1612)～元和9年(162)の景観 0 * ◎ 城門.土間.響頼守門
洛中洛外固辞風 堺市博物館A本 慶長18年(1613)～元和9年(1622)の景観 △ ㊨ 軒下
祇園葬礼図.架茂競馬図厚恩 個人A本 慶長17年～ ○ 〇時 0 御簾､四条通に埼 (⊃ (⊃ 一つ門下.築地上に機敏
月次風俗図 サントリー 美術館 慶長17年(1612)以降の景観.寛永頃 ㊨ 山鉾.風流踊りは1階開放町家/枠外も立って見る
洛中洛外図早見(小寺本) 個人A本 慶長17年(1612)以降の景観 ○ ◎ ○ 道に廷席
洛中洛外図(脇村本.司馬本) 脇村家-司馬遼太那 寛永17年(1640)以前の景観 0 0 ◎ ◎
京大坂図犀風 細見 慶長17牢(1612)以降の景観 △ ◎ 誓願寺門下
祇園祭礼図 山岡B木 慶長18年(1613)以降の景観 御簾 ◎ ㊨ 1階床凡起こす
洛中洛外図犀風 高津古文化会館 慶長18年(1613)以降の景観 (⊃ 門の下
祇園葬礼図犀風 京都国立博物館 社長18年(1613)以降の景観 つ ○ 散 ◎ 0 誓瀬寺門毛r毛敷いて
洛中洛外図犀風 ボストン美術館 慶長19年(1614)以降の景観 0 大きな暖簾 ○ 開放少ない.通悟使は変化なし
洛中洛外図犀風 神戸市立博物館 参内 半戸 ◎ 神舛下座(町家の中にいない)/参内風景も同様
洛中洛外図犀風(舟木本) 東京国立博物館 慶長17年(1612)～寛永17年(1640)の景観 ◎
洛中格外図解風 南蛮文化館A本 慶長17年(1612)～寛永3年(1626)の景観 門下.道端
洛中洛外固辞風(歴博D本) 国立歴史民俗博物館 寛永17年(1640)までの景観 ○ 軟毛批 くつ ㊨ 0 塀の上.城の捕 味凡立てる/辻に2階建て仮桟倣.
洛中洛外固辞息 個人C本 寛永17年(1640)以H7の景観 0 0 軟毛rt 0 城門.尼寺の境内 2層桟敷
洛中格外図(高野A本) 高野美術館 寛永2年(1625)以降 暖簾 ㊨ 神恥ま下座/武者.神恥は下座または町家の格子ごし
洛中洛外図犀風 サントリー 美術館 寛永3年(1626)以降 ○ 竹串な柵 ㊨ ㊨ ◎ 誓鵬寺塀上に仮設
洛中洛外図(祇園無礼.朝鮮逓倍使) 個人B木 朝鮮通信使は1607以降 ○ つ 敬 柄御簾.段慕 ◎ ◎ 2階に犀風.町家2階に公家o通信使は2階見物なし
祇園葬礼図巻 永青文庫(細川稚立) ○ 0 ○ 御簾 ◎ ㊨. 奥間で宴席
洛中洛外図解風 京都民芸館 元和5以降寛永年間 寺の門の下
洛中洛外図早見(高野B木) 高野美術館 寛永? ○ 御簾 半戸 ◎ 0 城門2階.土間 神輿は道端に笹座又は立って
祇園索礼図巻断簡 善田喜一郎ほか分離 千宗旦(～l658)添暮以前 ○ 一つ ◇ 縦の垣 ◎ ㊨
洛中洛外固辞風 八坂神社 慶長18年(1613)～末文2年(162) 暖簾 ◎ 門下に座す
洛中洛外図犀風 サントリー 美術館 寛文2年(1662)の景観 秦内 秦内 ◇ (⊃ ◎ ◎ 誓頼寺土塀の上に桟敷 仮投桟敷は男女別
洛中洛外図扉風 真野家 寛文期か ○ ◎ 門の下
祇園無礼図界息 八幡山保存会 海北友雪(1598-1677) CI rJ ○ ◇ 御簾.大きな暖簾 ㊨ 曹瀬寺門内 合筆.排毛鮫を敷く
祇園葬礼図扉風(挑田柳栄作) 個人B木 眺田柳栄(1647-98) ○ 敬 御簾 ◎ ◎ 門下 2階に犀風
祇園頼礼図扉風 ブランデージコレクショ 17世紀 ○ 0 .敬 御簾 塀(⊃ 円内.土塀.川上 桟敷は畳を軟さ､背後に犀風.天井に板.慕.前に御簾.川の桟敷は厚恩
江戸.京祭礼図解風 思文閣 17世紀後半か ○ ◇ ◎ ◎ 菱垣は1軒のみ
祇園御霊会細紀.山鉾由来妃【版本】 京都府立総合賛料館他 宝暦7年(1757) ○ 御簾
祇園祭礼図眼鏡絵 長崎県立美術館 18世紀中頃 ○ ○ lつ ◎ 犀風.毛 毛ーは2階
蔀名所図絵【版本】 安永9年(1780) 1.⊃ 41 (⊃ 高健灯 Cー ◎
拾遺都名所図会 巻之-【版本】 天明7年(1787) (二) ○ 辻に柵 御簾 ○
年中行事大成【版本】 文化3年(1806) ○ ○ 高瀬り捷灯等間隔に 遠見描写
祇園祭礼図犀風 個人D本 天保5年(1834)～元治元年(1864)の景観 (⊃ ○ ○敬 ○ り纏灯.低い竹垣○席に衝立 ◎ ◎ 群衆.幕1階のみ
凡例:表の作品は時代の特定できるもの･町家や町並みを描いたものに限る
幕の欄の△は頼り以外の場面に幕のある例
柵の欄の△は菱垣･Oは縦の柵
1階･2肝欄のOI土中から人が見物しているもの
1階･2階欄の◎は開放しているもの
(14)
岩間他 :近世絵画にみる祭礼時の町家
表 2 地方の祭礼と町並みを描いた絵画
江 江戸図犀風 出光美術館 寛永年間(1624-44) ◎ 1階土間
江戸祭礼風俗図犀風 国立歴史民俗博物鰭 江戸後期以降 ○ 等間隔に高提灯
山王祭礼図(江戸) 東京国立博物館 ○ ○ ○ ◎ ◎ 低い柵.緋毛髭を敷く
江戸.京祭礼図犀風 思文閣 17世紀後半か ○ ◎ 三社祭､2階は虫穂窓
天王祭礼図(江戸) 勝川春英(1762-1819) ○ ○ 高提灯.軒に丸提灯 ◎ ◎ 道ばたに酒樽
東都歳時記【版本】天王祭.神田祭.亀戸 天保3年(1832) ○ ○ ○ ◇ 丸提灯.低い柵 ◎ ◎ 店の前
江戸名所図絵【版本】 天保3年(1832) 町木戸冠木に丸提灯 ◎ 遠景描写
関 二荒山神杜集札図(日光) 高価節子 菊池愛山(1807-明治)○ ○ ○ 軒に提灯 ◎ ◎ 役所 2階は緋毛脆なし
水戸東照宮祭礼図巻 水府明徳会彰考鯨 斉昭(1800-60)時代 ○ 波図柄の御簾.紋暖簾 を敷いて見物 道に大型の桶.手楠等間隔に.水をまく
東]松前歳時記草稿 仲秋祭礼 函館市立函館図書鰭 前管領期(1807-21) ○ ○
酒田山王葬礼図犀風(山形) 小野太右衛門 ◎ 料理.道に手桶 ◎ ◎
尾 東照宮祭礼図巻(負古屋) 徳川美術館 森高雅(1791-1864) ○ ○ ()○ ○ ㊨ 延敷きから数段階あり
張州府誌【版本】 蓬左文庫 内藤正参(1716-41) ○ 御簾.緋毛脈を敷く
信,Jl松代天王祭礼図 真田宝物館 三村晴山(1800-58) ○ ○ ㊨)◎
北匹爆竹調馬之図絵 左義長(福井) 松平宗紀 ○ ◎ 1階は男のみ牛詰め.2階座敷に女と子
七尾青相集図犀風 香 :)
大士天神頼図犀風 大阪市立博物館 ○ ○ ○ 等間隔に高張り提灯 ◎ 遠景描写
摂庸高所函吾て車森一.蒲団太鼓)【版本】 寛政8年(1796) ○ ○ ○ ○ 高張り提灯.釣り提灯.御簾 ◎
雲畑過眼 天神祭 嘉永元年(1848) ○ 等間隔に高張り提灯 遠景描写
浪花百景 天神祭夕景.地車宮入 安政年間(1854-60) 等間隔に高張り提灯 軒提灯 町家表描写なし
浪花天満朱 歌川貞秀(1807-73) 軒に丸提灯 ○ ◎ ◎ 見物船多数
近 久波奈名所図会(秦名) ○ ◎ ◎ 毛雷毛は2階のみ
伊勢参宮名所図会大津四の宮頼引山 寛政9年(1797) ○ 町家表の描写ない
和歌御祭礼図犀風 和歌山県.海善寺 1670年の家康50回忌か) ○ ○ (rQ) 仮小屋桟敷.御簾.開放.背後は紋幕
山 三つ山祭礼図犀風 兵庫県立歴史博物鰭 ○ 2層の仮設桟敷 山の下で緋毛∫毛を敷く
射和大明神臨時祭礼之画図(三つ山祭礼 姫路市教育委員会 承応2年(1653) ○
芸州厳島図会【版本】 天保7年(1836) 町の口に提灯
九小一寛文長崎犀風 ○ ○ ㊨ ◎
崎陽諏肪明神祭紀図 ○ ○ ○ ○◇ 御簾 ○ ○ 1階.緋毛舵を敷く.2階に犀風
唐館絵巻(長崎) ○ ○ 短い暖簾 ◎ 端に中国人席
諏訪祭礼図(長崎) ○ ○○ ○ に畳敷の中国.日本人席
諏訪祭礼図(長崎) 長崎市立博物館 ○ ○ 注連縄 ○ 2層の仮設桟敬 女と子の席は天井に紋寡
諏訪祭礼図(長崎) 長崎市立博物館 ○ ○ 暖簾 ○ 中国人.オランダ人膚
筑前名所図会 松I洋子 ○ (61
凡例:表の作品は時代の特定できるもの･町家や町並みを描いたものに限る
幕の棚の△は頼り以外の場面に幕のある例
柵の欄の△は菱垣･Oは縦の柵
l階･2階欄のOは中から人が見物しているもの
l階･2階欄の◎は開放しているもの
(･15)
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